
2019 年度北海道NPOファンド事業報告書 

 

1.「 越智基金「 市民活動支援基金」、 いぶり基金」 コープ 2018 年北海道地震ボランティア

応援基金」 宮本英基金」 厚真子ども応援基金」 まちのプロジェクト基金」 クラブメッド

基金」の 7基金からNPOへの助成金配分事業を行いました。 

1)越智基金・市民活動支援基金 

一般公募により、道内のNPO法人・・市民活動団体への助成を実施しました。コロナ禍を踏

まえ助成枠を例年より拡大、申請書も更新し、事業継続の意欲を持つ団体に助成しました。 

応募総数 18 団体・助成決定団体:18 団体・助成総額:126 万円(各団体に 7万円助成) 

 

2)・ 北海道いぶり東部地震及び台風 21 号北海道内被災地支援基金(いぶり基金) 

2020 年以降コロナ感染症の影響により、活動に支障が出ることが懸念され、理事会におい

て日程通りに進まない場合の対処を議論し、延長申請の準備を整えました。、 

 

北海道いぶり東部地震及び台風21号北海道内被災地における支援活動を支えるために基金

を立ち上げ、下記の要領で被災地の支援、被災者・・避難者を支援する活動支援活動等を行う

NPOへの活動支援金の助成を行うことといたしました。 

(一般助成枠) 

助成決定団体:19 団体・助成総額:4,909,000 円 

・ (特別助成枠) 

助成決定団体 2団体 助成総額 2,000,000 円(うち 1団体は延長申請をし、2020 年 11月に

完了報告を提出) 

 

3)まちのプロジェクト基金・  

組織診断+クラウドファンディングを特徴にした、組織力向上を意図した新しい助成プログ

ラムです。2019 年度は第 2 期の公募を実施、2 団体がエントリーしました。コロナ感染症

の影響による日程の遅れがあり、助成には至っていません。 

参考)第 1期実績：助成決定団体 2団体 助成総額 4,283,711 円 

4）コープ 2018 年北海道地震ボランティア応援基金 

北海道生協連さまより、胆振東部地震被災地における NPO・ボランティア団体による支援

活動に対する助成を目的に造成された冠基金です。助成 2 年目となる今年度は、主に被災

の大きかった厚真町、安平町、むかわ町の 3町の団体を対象として助成しました。事務局が

中間ヒアリングを実施したところ、1団体が予定通りに事業を実施できないという回答があ

りましたが、多くは工夫を重ねてコロナ禍においても事業を遂行されていました。助成は、



3 年間 900 万円の予定です。 

助成決定 8団体 助成総額 300 万円 

5)宮本英基金 

宮本英樹氏による、北海道内で体験活動を行う団体への助成をする基金です。成団体を指定

する助成事業であり公募はしませんでした。 

助成 3団体、助成総額 300 万円 

 

6)・ 厚真町子ども応援基金 

匿名希望者様により造成された、胆振東部地震被災地である厚真町の子どもを支援する活

動に助成する基金です。助成団体を指定する助成事業であり公募はしませんでした。実施団

体からは年度ごとに事業計画を出していただき、助成金を拠出します。 

2019 年度助成額 90 万円、助成予定総額 500 万円 

7)・Club・Med・Tomamu(クラブメッドドマム)基金 

2019 年 9 月開催の環境フェス「Green・Beats・Tomamu・Hokkaido」の収益金を活用した、

胆振東部地震被災地支援活動団体を指定した総額 1276000 円の冠基金です。株式会社クラ

ブメッドさまにより造成されました。  

助成団体を指定した基金であり公募は行いませんでした。 

助成 4団体 助成予定総額 127 万 6千円 

2. 個人や団体等からの基金の原資を増やす下記の活動を行いました。 

１）各基金の寄付額は以下の通りです。 

基金名 金額 [円] 備考 

越智基金 0 寄付受付を終了し、市民活動支援基金に移行し

ます。 

北のＮＰＯ基金 

【市民活動支援基金】 

602200 越智基金の後継と位置付けられる、市民活動向

け・使途限定なし・少額助成を意図した基金で

す。 

コープ 2018 年 北海

道地震ボランティア応

援基金 

0 北海道生協連様により、胆振東部地震被災地の

活動を支援するために造成された冠基金です。

総額 900 万円、寄付募集はしません。 

いぶり基金 776557

円 

胆振東部地震被災地における NPO 等支援活動

のために造成されました。ヤフーネット基金登

録中。 



いぶり基金特別枠 0 バイナンス様の寄付により胆振東部地震被災地

の中長期的支援のために造成されました。総額

500 万円、寄付募集はしません。 

厚真町子ども応援基金 0 匿名様より、胆振東部地震被災地で活動する団

体を指定した冠基金です。総額 500 万円、寄付

募集はしません。 

Club Med Tomamu 1276000 「Green Beats Tomamu Hokkaido」の収益金を

活用した、 

胆振東部地震被災地支援活動団体を指定した総

額 1276000 円の冠基金です。寄付募集はしませ

ん。 

宮本英基金 3300000 宮本氏による野外体験活動を行う団体への助成

を行う基金。総額 330 万円、寄付募集はしませ

ん。 

まちのプロジェクト基

金 

0 円 2021 年以降第 2 期寄付集めの予定 

東日本被災者支援基金 0 運営終了 

北海道災害復興支援基

金 

111000 いぶり基金の後継と位置付けられる、平時から

災害に備え、支援団体の活動を支える基金。 

北海道災害復興支援基

金コロナ特別 

300000 コロナ起因により影響を受けた市民活動やコロ

ナ感染症対策活動への助成目的の基金。 

47 コロナ基金 0 宮城県の財団・さなぶりと全国コミュニティ財

団協会によるキャンペーンに参加し、コロナ感

染症により変化を迫られたり、変化を志向する

団体への助成をするための基金。 

ハンドくんファンド 69001 北の NPO 基金の運営自体を支援していただく

ために造成された基金です。ヤフーネット基金

登録中。 

合計 6434758

円 

 

   

 

３．北のＮＰＯ基金の活動 

専用サイトの運営のほか、北海道災害復興支援基金のサイトを開設しました。昨年から

引き続きヤフーネット基金に北海道NPOファンドの運営支援をしていただく・「ハンド君

ファンド」を登録しています。 

４． 認定NPO法人北海道NPOファンドとしての活動 

 

1)休眠預金活用に関わる活動 



 

・・一般財団法人日本民間公益活動連携機構の「新型コロナウイルス対応緊急支援助成」の

資金分配団体として「北海道リスタート事業～社会的居場所を失った人に新たなつながり

を」を実施。・  

 

2020 年 7 月に、休眠預金の民間公益活動への活用を管理する一般財団法人日本民間公益活

動連携機構の・「新型コロナウイルス対応緊急支援助成」に内定、8月から公募開始しました。

北海道NPOサポートセンター、北海道総合研究調査会との連携事業です。 

第 1次公募は応募 15 団体、内定 7団体。合計 10～12 団体を採択する予定です。単年度事

業で、事業総額はおよそ 6000 万円、助成総額は 5000 万円です。 

 

・休眠預金助成の 2020 年度一般枠に申請(10 月資金分配団体に内定) 

コープさっぽろ、北海道 NPO サポートセンターとの連携により、総額 5000 万円程度、北

海道内の3団体への助成を内容とした計画を、日本民間公益活動連携機構に申請しました。

採択された場合には、2024 年初頭までの事業になります。 

 

2)2018 年度、2019 年度、2020 年度年賀寄付金助成事業「 非営利公益活動の集合的成果を

拡大するための社会的インパクト評価促進事業」 

 

非営利公益活動の分野で経営資源に乏しい団体が活躍するためには、直接的な協働だけで

なく、住民をも巻き込んだ間接的な協働が必要となる。本事業はモデル団体に対して、社会

的インパクト評価を実施し「コミュニティにとって望ましい変化」が起きる道筋を示し、

NPO 等の自発的社会的インパクト評価の実施を促し住民参加につなげることを目指します。

5団体をモデル団体として、社会的インパクト評価を実施しましたが、コロナ感染症の影響

により成果報告会は開催できませんでした。未実施部分については助成金を返還しました。

2020 年度は、継続 4団体に対して評価を実施しています。 

 

3)「 新型コロナウイルス感染症対策活動団体支援協議会-行政とNPOの連携枠組みに参加し

ました。 

 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に対処するため、行政とまちづくり活動団体が

連携し、一体となって助成の方向性を協議し、喫緊のニーズを踏まえた支援を迅速に進める

ことを目的に、2020 年 5 月 20 日に設立。札幌市、札幌市市民活動サポートセンター、札

幌チャレンジド、北海道NPOサポートセンターとともに運営メンバーとして参加。札幌市

を対象としたさぽーとほっと基金助成の周知や広報などに関わったほか、北海道災害復興

支援基金にコロナ特別枠を設け、北海道内の市民団体のコロナ起因により影響を受けた活



動や、対策活動への助成を目指し寄付募集を実施しました。 

 

4)ＳＩＭＩ(社会的インパクトマネジメントイニシアチブ)運営メンバー、全国コミュニティ

財団協会正会員、全国レガシーギフト協会正会員として活動しました。 

 

・SIMII(社会的インパクトマネジメントイニシアチブ) 

 2019 年 10 月にＳＩＭＩの連携講座を開催しました。社会的インパクト評価や組織評価

は、助成事業や SDGｓとの関連で語られることが増えてきました。当会としても、引き続

き情報の収集や関連イベントの開催を検討します。また 2020 年 7 月には、SIMI によるイ

ベント「緊急時の社会的インパクト」の運営に当会スタッフが参加しました。 

 

・全国コミュニティ財団協会 

47 コロナ基金(さなぶり運営、全国コミュニティ財団協会協力)への参加が、主な活動でし

た。47 コロナ基金は全国の地域に密着したコミュニティ財団による連携キャンペーンであ

り、各々の財団の規模の小ささを補う可能性があります。同協会は、当会と同様休眠預金資

金分配団体にも選ばれており、この点でも、知識の共有や活動面での連携などが生じる可能

性があります。コロナ感染症の影響により、研修やブロック会議が残念ながら実施されませ

んでしたので再開を期待したいです。年会費 5万円。 

 

・全国レガシーギフト協会 

7 月に正会員として加盟が認められ、当会として遺贈寄付の相談窓口業務を開始しました。

年会費 10万円。 

 

5) いぞう寄付の相談窓口業務 

全国レガシーギフト協会に加盟したことにより、7月から遺贈寄付の相談窓口を開始しまし

た。相談自体は年度内にはなく、10 月に 1 件ありました。専用サイトを開設し広報をして

います。 

また、19 年度は、直接相談窓口を経由したわけではありませんでしたが、1 件当会が遺贈

寄付の受贈者と指定されました。金額や時期は未定です。 

超高齢化社会を迎え、独り身の方や高齢の方が社会や故郷に有意義に財産を活用してほし

いという相談が増えていくことが予想されます。 

 

 

6)赤い羽根共同募金助成事業として、千歳市との共催により「 市民協働フォーラム」を開催

しました。 

 



 2019 年から 20 年にかけて休眠預金助成が始まることを受け、社会的インパクトに関す

るセミナーを企画して採択されました。2019 年 10 月 26 日に、千歳市との共催で・「市民協

働フォーラム」を開催、第 2 部の事業評価について、赤い羽根共同募金助成事業としまし

た。講師には、一般財団法人CSOネットワークの今田克司さんと千葉直紀さんをお招きし

ました。事業評価、社会的インパクト評価というテーマで、地方都市でフォーラムを開催す

るのは初めてでしたが、千歳市の尽力により、およそ 30 人の方が参加し、「また事業評価の

セミナー」を開催してほしいという声もきかれました。 

 

7)北海道ろうきん社会貢献助成事業として、社会的インパクト評価セミナーを開催しまし

た。 

2019 年 10 月 27 日、千歳市との共催フォーラムの翌日に、再び一般財団法人 CSO ネット

ワークの今田克司さんと千葉直紀さんを講師に迎えてセミナーを開催しました(参加 35 人)。

午前中は実習時間として、いま社会的インパクト評価に取り組む 4 団体がロジックモデル

作成と指標の設定に取り組みました。旭川 NPO サポートセンター、NPO 運営サポートあ

の屋、北海道NPOサポートセンターからそれぞれ 1人ずつメンターとして実習をサポート

しました。 

午後は、今田克司さんの講義と、支援者、事業者、中間支援団体それぞれの立場から、北海

道のNPO事業評価についてパネルディスカッションを行いました。 

 

社会的インパクト評価という言葉は、助成事業や金融、そして SDGs との関りにおいて散

見されるようになりました。北海道NPOファンドとしては、今後も事業評価の普及、啓発、

実践を続けます。 

 

8) 非営利組織評価センター(JCNE)共催 非営利組織のための第三者組織評価のすすめ」

を開催しました。 

 

 2019 年 10 月 16 日、非営利組織評価センターの山田泰久さんを講師にお迎えしました。 

 社会的インパクト評価が事業評価と呼ばれるのに対して、これは組織評価と呼ばれてい

ます。「NPO等が継続的に活動するために組織運営の状態について、団体からの提出書類に

基づき、評価を行うもの」と言われています。参加は 10 団体でした。 

 評価の結果は JCNE のホームページに掲載され、資金調達に好影響をもたらすものと期

待されています。JCNEの組織評価は、前述の休眠預金助成はじめいくつかの助成団体にお

いて、申請書におけるチェック項目となっています。今は任意項目にとどまっていますが、

こうした動きが広まったときに、北海道のNPOが戸惑うことのないよう、当会としてもこ

の制度への協力と同時に情報収集と研究を続けていきます。 

 



9)非営利組織評価センターのベーシック評価を受けました 

 

基本的なガバナンスについて 23 項目によりチェックするベーシック評価を受け、すべての

基準を満たしていると評価されました。 

 


